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少しずつ秋めいて ようやく仕事にもありがたい涼しい日が多くなってまいりました。 
ずっとこんな天気なら良いのになあと思いますが「からりとした晴れで 涼しくてすがすがしい日」は 一年のうちでは数え

るほどかもしれません。日本は四季のはっきりした国だと言われており、時として四季がある国は日本だけだと言われた

りもするようです。無論、海外にも四季はあるのですが、「雨季と乾季」「暑い夏と超暑い夏」とか 一日で寒暖差があり毎

日が四季のようなもの・・・とか。しかし、四季といっても日本も最近は「冬→春→夏⇔⇔⇔⇔⇔夏→秋→冬」のように 超

暑い夏が長くなった気がします。ですから 今の時節の涼しい一日は ほんとうに感謝したくなるほどですね。 
特に マルジンのように外の現場での仕事が主ですと 涼しい日が続くのは本当にありがたいことです。雨の日、暑い日、

寒い日、雪の日・・・過酷な気候でも現場に立ち向かいます。せめて 天気が良ければ 気持ちの張りも違うし 作業量も

効率よく上がったりもすることでしょう。何より 視界や手元足元の安全性が確保されることが一番ですね。 
さて 9 月 29 日に決まった 自民党総裁選、四人の候補者の事で連日マスコミ等が賑やかでした。いったい誰が 次期

総理の座を手中に収めるのでしょう？と最初は混戦が予想されましたが いざ蓋を開けてみれば「岸田氏の余裕勝ち」

でした。告示日に行われた共同記者会見で総裁選の争点と最もやりたいことについて、各候補の主張をまとめたものは、

河野氏は、「今回の総裁選挙は直後に総選挙もある。国民からの支持というのが最大の争点になるのではないか。賃上

げや年金改革などで国民に生活が豊かになりつつあるということを実感してもらう。それが一番大事なこと」 
岸田氏は、「コロナ対策も大きな論点ではありますが、何といっても、自民党の信頼回復、すなわち自民党の改革である

と思っている。格差の是正を行い、成長と分配の好循環を実現する」と主張しました。 
高市氏は、「災害なども含めて、今後私たちが直面するさまざまなリスクの最小化、これに対する取り組みが争点になる

といい。日本経済を立て直し成長軌道に乗せるため『日本経済強靱化計画』を実行する」 
野田氏は、「まず初めにやはり有事であるコロナウイルスとの対峙。新型コロナの従来株でかからなかった子どもたちが

かかりやすくなっている。これに対して、これまで子どもに対しての取り組みはありませんでした。子どもたちに心の傷を

残さないために、私たちに何ができるか。」と訴えました。一方、４人の考え方の違いが浮き彫りとなったのが、女系天皇

と森友問題についてです。野田氏のみが女系天皇も選択肢として含まれると述べたほか、森友問題については、再調

査する考えを示しました。安倍晋三元首相への忖度でしょうか？以前は鼻息荒く「自らを正して」と言っておられた候補

も 口をつぐんでおられました。誰かと誰かが応援すると 阿部・麻生ラインからは票が取れないとか なんだか もう政策

も人間性もあったものではない選挙だなあ・・・と思ってしまいました。小さなころから「嘘はダメ、間違ったときは すぐに

謝る。正しいことをしよう。」とか 毎日毎日 習ってきたでしょうに どこからか変わってしまうのですね。 
結局 派閥の票を取り込むことができた人が上位になり 決選投票において大きく差が出るところとなりました。 
さて、デンマークは 10 日「新型コロナウイルス感染症は、自国でこれ以上社会に重大な脅威ではない」と明らかにし、新

型コロナの拡散を防ぐため取った制限措置を事実上すべて解除することとなりました。 
12 歳以上の国民が 80％以上ワクチン接種を完了していることもあり マスクもしなくてよい イベントや会食も普通通り

「ワクチン接種証明」も提示する必要に無いという コロナ前の普通通りの生活を送ることになったそうです。 
ただし 感染状況によってはまたロックダウンも含めた制限がかかるようになるかもしれない とのことですが 良きも悪き

もきちんと説明され 全国民に一斉メールを送るシステムも整っているらしく 国民は政府に絶大なる信頼を持っている

そうです。国民に向けてほとんど説明しない国とは大違いですね。今度は国民に向けての言葉が届くでしょうか？ 
次期総理岸田氏、そして内閣府、子供たちにも「大人はこんなに頑張っているんだよ、都合の悪いことも隠さずに嘘は

つかないんだよ。」と尊敬できる行動をお示しいただける集団として頑張ってほしいと 切に願います。 
マルジン 10 月のカレンダー ～＜10 月 11 日は・・・＞～ 

日 月 火 水 木 金 土 ＜世間は平日の 10 月 11 日＞  
 オリンピック等の開催日変更に伴う 

祝日移動で 11 日のスポーツの日は 7 月に 

移動になりましたが マルジンは当初のまま。 
お休みとさせていただきます。 

 （まあ…忙しいので 休日出勤者多数 
   と なりそうな気がします…） 

        1  2 

 3  4  5  6 7    8   9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 

31 
25 26 27 28 29 30 

2 0 2 1 年 1 0 月 1 0 日 
㈱ マ ル ジ ン          

福井 TEL 0778-27-7200 FAX0778-27-7201 
名古屋  TEL 0586-81-1895 FAX0586-81-1896 
新潟 TEL 0258-94-5772 FAX0258-94-5773 
福島 TEL024-983-3970 FAX024-983-3971 



 
Ｓ＆Ｕだより                                                                  株式会社 マルジン 

2021 年 10 月第 287 回は～モノレール台車入替えに潜む「危険」～について 
令和になってからの 労災事故報告のページに 以下のモノレール事故報告が載っています。 

「事故の概要」 モノレールに搭乗し調査課所へ行くための準備として、動力車に設置されていた土木平台車から

乗用台車に入れ替える作業を行っていた。被災者が乗用台車の接続部を左手に持ち、動力車を後退させた際、左

親指の第一関節が挟まれた。（左母指不全断裂、解放骨折 全治 30 日） 

「事故原因」 ・接続作業時に入れ替えが楽になるよう動力車をバックで動かし乗用台車の接続部を掴んでいた。 

・作業前の危険予知活動において、接続作業内容が含まれていなかった。 

 

「事故防止のポイント」  

・入れ替え作業時は動力車を動かさず

に手押しで行う。 

・台車等の接続部にテープでマーキン

グし、持つ・持たない部分を明確にす

る。 

※※※※※※※※※※※※※※※※ 

マルジンでも H21 年に類似事故が発生

しております。ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ作業の現場で、

ルートが 2 カ所あったのですが ご要望

の「本機＋台車のセット」は 1 セットのみ。

1 ルートの作業終了後、2 ルート目に移

動設置するため台車を取り外し 運搬

台に本機を送り込もうとした際、エンジン

をかけた状態で微動後進させるつもりが

予想以上に動作、とっさに手をあてがっ

てしまい被災（人差し指、中指の解放骨

折）するという事故でした。 

※※※※※※※※※※※※※※※※ 

令和の事故もそうですが 

・牽引車（本機）の取り外しの際は、エン

ジンを停止した状態で二名以上の作業

員にて慎重に行う必要があります。 

・とっさの行動であっても明らかな危険

個所への接触は避けるべきです。 

・同様の事故が発生しないように 利用

者への安全講習等で安全啓蒙を行っ

ていかねばありません。 

・操作に慣れている人も ついうっかり

慎重さに欠けることもあるので要注意！ 

気を引き締め作業！ヨシッ！！ 


